
 

 

「第３回熊本県産アサリブランド再生協議会」次第 

 

日時：令和４年（２０２２年）３月２５日（金）１５：００～ 

場所：ホテル熊本テルサ １階 テルサホール        

                       

１ 開会                         

（１）知事挨拶 

 

２ 議事 

（１）議題 

    ① 第２回協議会の振り返り 

    ② 協議事項 

    （ア） 熊本モデルについて 

    （イ） 販売協力店の認証について 

    （ウ） ブランド力向上の取組みについて 

    ③ 報告事項 

    （ア） モデル販売協力店との協定の進捗状況 

    （イ） アサリに係る「長いところルール」の運用見直し 

    ④ 今後のスケジュール               

   （２）その他                      

      

３ 閉会 
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第３回 熊本県産アサリブランド再生協議会 資料

令和４年（2022年）3月25日（金）

昭和53年（1978年）2月9日 緑川河口でのアサリ選別風景（川口漁協提供）





第３回 熊本県産アサリブランド再生協議会
＜内容＞

１ 第２回協議会の振り返り

２ 協議事項

（１） 熊本モデルについて

（２） 販売協力店の認証について

（３） ブランド力向上の取組みについて

３ 報告事項

（１） モデル販売協力店と協定の進捗状況

（２） アサリに係る「長いところルール」の運用見直し

４ 今後のスケジュール
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漁業者によるアサリ選別作業（JF荒尾）
（平成25年［2013年］5月9日）



１ 第２回協議会の振り返り

【主なご意見】

（１）共販外の流通への熊本モデルの対応について

（２）販売協力店に関すること

・バックヤードを持たない店舗は、どこで小分けができるのか

・外国産などを一緒に販売する販売店での混入対策について

（３）ブランド力の向上に関すること

・販売促進フェアの具体的な内容について

・地域団体商標などの活用について
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★共販以外の多様な流通体系に対応するための変更点

２（１）熊本モデルについて

内容 共販による流通 共販以外の流通
①産地証明書の発行 県漁連、漁協の連名で発行 漁協、生産者の連名で発行

②販売協力店の対象 販売店を認証 直販、ECは漁業者を認証

③砂抜き選別の管理 県漁連及び県が監視 漁協が管理し、県に報告

④流通規格の統一作業 県漁連認定工場が実施 漁協、漁業者が実施

⑤ネット詰め確認場所 県漁連認定工場 漁協

内容 共販による流通 共販以外の流通
①QRコード発行手続き 漁協が集荷データを入力 漁協が漁業者の出荷状況を入力

■第１ステージ（４～５月）：『熊本モデル』の実証（モデル販売協力店との協定）

■第２ステージ（６月以降）：デジタル技術を活用した体制へ移行
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２（１） 熊本モデルについて
 共販外の流通への熊本モデルの対応 （現状での共販外流通）
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漁業者

消費者

活
あ
さ
り

漁業者 漁業者 漁業者 漁業者

〇kg

活
あ
さ
り

〇kg

〇kg
販売店F 直売所販売店C

卸売市場

仲卸業者B

浜買業社A

〇kg
〇kg

漁業協同組合
①【浜売り：相対取引】 ②【市場出荷・セリ】 ③【直売所】（委託販売） ④【直接販売】 ⑤【EC】

仲卸業者D

〇kg

一概に共販外流通といっても、多種多様な流通形態が存在

販売店E



 共販外の流通への熊本モデルの対応
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漁業者

仲卸業者D

消費者

②【市場出荷・セリ】①【浜売り：相対取引】

A漁業協同組合

熊本県漁業協同組合連合会

③【直売所】（委託販
売）

④【直接販売】

漁業者

B漁業協同組合

漁業者

C漁業協同組合

漁業者

D漁業協同組合

漁業者

E漁業協同組合

⑤【EC】

監
視

1kg 1kg

監
視

活
あ
さ
り

監
視

監
視

監
視

〇kg

〇kg

DNA検査

DNA検査

報
告

資
材

提
供

報
告

資
材

提
供

報
告

資
材

提
供

販売店F 直売所販売店C 販売店E

卸売市場

仲卸業者B

浜買業社A

資
材

提
供

報
告

委託販売、直接販売及びECを行う漁業者を販売協力店として認証

販売協力店
活
あ
さ
り

産地証明書
（消費者名等）様
熊本県○○海域で、○月○
日に漁獲された熊本県産ア
サリであることを証明しま
す。

○○漁協
生産者氏名

販売協力店

報
告

資
材

提
供

報
告

資
材

提
供

★「熊本モデル」第１ステージ

★第２ステージでは、漁業者のQRコード発行手続きを各漁協が代行し、産地証明データベースを活用して流通

DNA検査

連携



漁
業
者

消
費
者

販
売
協
力
店

・砂抜き
・選別
・ネット詰め
・QRコード
同封後封印

認
定
工
場

R4.3.2
熊本県水産振興課

県
漁
連
（
入
札
会
）

落
札
業
者

アサリの
DNA検査

バックヤードを持たない店舗での小分け場所

産地証明書
〇〇スーパー様
熊本県○○漁協から、
○月○日に出荷された
熊本県産アサリである
ことを証明します

熊本県漁連
○○漁協

漁
業
協
同
組
合

熊本県産アサリの
「荷姿」が完成

アサリの
DNA検査

QRコード

アサリの
DNA検査

２（２）販売協力店の認証について

○月○日に熊本
から出荷された
ものなのね！
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★同一規格の「荷姿」を開封、小分けできるポイント
①県から認証された販売協力店では、小分け作業可能
②バックヤードがない場合、小分けは、販売協力店の関連会社や委託業者
でのみ可能とし、その場所の詳細を応募時に明示し、併せて認証を実施

ＨＰ
公表

県漁連
認定

入口の量 出口の量数量の検証

12kg12kg12kg

産地証明書

1kg

1kg

アサリの
DNA検査

（県認証）

集
配
業
者

パ
ッ
ク
業
者



R4.3.2
熊本県水産振興課

外国産などを一緒に販売する販売店での混入対策

２（２）販売協力店の認証について
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 販売記録等の帳簿等関係書類の整理保管が必須
 認証取消時における店名及び事由のホームページ公表
 販売店が行う「混入させない対策」の明示
（例）熊本県産を取扱う際は、他産地アサリを扱わない など

＜販売協力店の認証要件＞

① 熊本モデルに参加し、産地証明書を店頭に掲示

② 調達ルートを事前登録

③ ＤＮＡ検査へのサンプリングに協力

④ 調達量・販売量の報告

熊本県産アサリ
販売協力店認証証
〇〇スーパー様

熊本県知事

要件の追加

熊本県産アサリ販売協
力店として認証します

有効期限○月○日まで
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・ネット詰め
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場

R4.3.2
熊本県水産振興課

県
漁
連
（
入
札
会
）

落
札
業
者

アサリの
DNA検査

産地証明書
〇〇スーパー様
熊本県○○漁協から、
○月○日に出荷された
熊本県産アサリである
ことを証明します

熊本県漁連
○○漁協

漁
業
協
同
組
合

熊本県産アサリの
「荷姿」が完成

アサリの
DNA検査

QRコード

アサリの
DNA検査

★熊本モデル 第１ステージ
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ＨＰ
公表

県漁連
認定

入口の量 出口の量数量の検証

12kg12kg

産地証明書

1kg

アサリの
DNA検査

・

① ＨＰで入札情報や漁獲情報の公表
② 認定工場による１回限りの開封、同一規格で販売協力店へ
③ 県漁連による販売協力店への直接の産地証明書発行

販
売
協
力
店

1kg

（県認証）

集
配
業
者

パ
ッ
ク
業
者

12kg

共販外
流通



R4.3.2
熊本県水産振興課

★熊本モデル 第２ステージ
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産地証明データベース（クラウド上のデータ）【県漁連と県が監視】
不審な取引があった場合、入力されたデータを元に、どのようなルートで販売されたのか追跡可能

・砂抜き、選別
・ネット詰め
・封印

QRコード
発行

県漁連
（入札）

漁協名
水揚日
出荷量
出荷日

・漁協名
・水揚日
・出荷量
・出荷日

流通業者ごとに
枝番のついたQR
コード発行

・工場名
・流通業者ご
との販売量

・販売日

・業者名
・小売店ごと
の販売量

・販売日

小売店ごとに
枝番のついた
QRコード発行

スマホでQRコー
ドを読み取って
操作するだけ

漁協名、水揚日
出荷量、出荷日
流通業者名と
販売量

QRコードを印刷
し、送り状と共
に送付

・店舗名
・仕入量
・仕入日

産地証明
書の発行

QRコードを印刷
し、送り状と共
に送付

データベース上での数量検証

漁協漁業者 認定工場 流通業者 販売店

漁協名、水揚日
出荷量、出荷日
小売店名と
販売量

入口の数量 出口の数量

DNA検査

DNA検査

小売店で結束バン
ドを切り、パック
詰め

共販外流通

個人出荷の漁業者の場合、漁協が水揚量等の
報告を受け、現物確認後にQRコードを発行

QRコードを印刷
し、送り状と共
に送付

DNA検査

12kg

1kg

消費者

産地証明書

○○スーパー様

熊本県○○漁協から、
○月○日に出荷され
た熊本県産アサリで
あることを証明しま
す
熊本県漁連
○○漁協

ＨＰ
公表

ＨＰ
公表

1kg1kg

共販外流通では、漁業者のQRコード発
行手続きを各漁協が代行し、産地証明
データベースを活用して流通



２（３）ブランド力向上の取組みについて

【参考試算】 アサリの県内消費量は
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あさり

順位 <金額：円> <数量：ｇ>

全国 756全国 724

1静岡市 1,114長崎市 1,067

2長崎市 1,016静岡市 1,025

3津市 998大分市 1,022

： ： ： ： ：

： ： ： ： ：

12横浜市 864熊本市 874

： ： ： ： ：

： ： ： ： ：

21熊本市 795山口市 768

★家計調査（二人以上の世帯）から
品目別都道府県県庁所在市及び政令指定都市
2018年（平成30年）～2020年（令和２年）平均

○熊本市の総世帯に占める二人以上の世帯の割合（平成30年）
総世帯数：322,804世帯 二人以上の世帯数：199,183世帯

割合：199,183世帯/322,804世帯＝62％

○熊本県総世帯数（平成30年）：719,092世帯
⇒熊本県内の二人以上の世帯数（推計）

719,092世帯×62％＝443,709世帯

○県内の二人以上の世帯におけるアサリ消費量（推計）

⇒443,709世帯×874g＝387.8トン

・令和４年の出荷想定：200トンは県内でも十分消費できる量
・一方で、県外にも熊本県産アサリのニーズ有り
・「熊本モデル」では、熊本県内にも県産アサリが流通する
よう進めていく

※総務省統計局ホームページ公表資料



R4.3.2
熊本県水産振興課

２（３）ブランド力向上の取組みについて
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〇 熊本モデルの認証制度をPR
〇 「モデル販売協力店」でのトップセールスと販売促進フェア等の開催

① 目的 熊本モデルによる県産アサリの流通再開を消費者に周知すると
ともに、県産水産物（魚など）の販売促進キャンペーンを実施

② 開催時期 ４月中旬から約１か月間

③ 対象店舗 モデル販売協力店

④ キャンペーンの実施
内容：アサリ、水産物に貼ってあるシールを専用台紙に各１枚貼付けて応

募すると、抽選で県産水産物をプレゼント。

対象シール：県産アサリに貼付け（活きあさりシール）
県産活魚・切り身に貼付け（くまもとの魚で家ごはんシール）

第１ステージ

（写真・画像はイメージ）

フェアイベントの開催

く
ま
も
とく

ま
も
と

©２０１０熊本県くまモン

あさり

育
ち

生
ま
れ

販促シールデザイン

ミニのぼりの設置

アサリ用 その他水産物用

シールを
貼って応募

フェア内容については販売協力店と連携して行う



R4.3.2
熊本県水産振興課

２（３）ブランド力向上の取組みについて
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地域団体商標などを活用したブランド化の取組みについて
地域団体商標 地理的表示（GI）

保護対象
全ての商品・サービス
「地域名」+「商品名」等

農林水産物
名称から産地特定ができ、品質等の特性が産
地と結びついていることが特定できるもの

事例 天草ぶり、八代青のり、佐賀のり 田浦銀太刀、くまもとあか牛、大野あさり

主な登録要件
地域の名称と商品の関連性があること
商標が需要者に広く認識されていること

生産地と結びついた品質等の特性がある
特性を維持した状態での概ね25年の生産実績

品質基準 商標の品質等は商標権者の自主管理
生産地と結びついた品質基準の策定･登録等
生産者が品質基準を守るよう団体が管理し、
それを国がチェック

規制手段 商標権者による差止請求、損害賠償請求 国による不正使用の取締り

申請･出願先 特許庁長官（特許庁） 農林水産大臣（農林水産省）

例えば「熊本あさり」で地域団体商標を出願登録する場合、県漁連による名称の
使用実績や、他者による使用実績の有無などが課題となると思われる

地域団体商標などの活用については県漁連や国の関係機関とも連携して検討



R4.3.2
熊本県水産振興課

３（１）モデル販売協力店と協定の進捗状況
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（１）協定時期 令和４年４月中旬

（２）参加者 知事、県漁連、モデル販売協力店

（３）協定締結予定企業

 イオン九州株式会社

 株式会社イズミ

 熊本県鮮魚販売組合連合会

モデル販売協力店協定締結式

○県内企業を中心に、引き続きモデル販売協力店の商談を実施予定

販売店舗等は現在調整中

（写真はイメージ）



R4.3.2
熊本県水産振興課３（２）アサリに係る「長いところルール」の運用見直し
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消費者庁・農林水産省の公表資料から



〇 モデル販売協力店との協定締結
日程：４月中旬（予定）

〇 出荷再開及び「熊本モデル」第１ステージの開始とフェアの開催
日程：４月中旬（予定）

〇 第４回協議会
日程：５月上旬（予定）
内容：第１ステージの中間検証と改良の検討

４ 今後のスケジュール
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